
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

９ 

2019 秋🍁 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

 
   基本会議委員にお聞きします・・・ 

 

 

 

 

 

 

—第２期基本会議に参加しようと考えたきっかけを

教えてください。 

チームみらいえ主催の離山イベントにオブザーバ

ーという立場で参加させてもらったのが、風土フォー

ラムとの初めての関わりでした。それがきっかけとな

って、“基本会議”の存在を知ってどんな活動をしてい

るのだろうと興味を持ち、会議の傍聴にも参加してい

ました。 

第２期の公募委員の募集を知ったときは、応募すべ

きか一瞬迷いましたが、「迷った時はチャレンジして

みよう！」と思い、応募させていただきました。 

—森林インストラクターでもある髙尾委員は、将来の

軽井沢の自然についてどうお考えですか。 

自然の植生は、大災害がなく人間が何もしなければ

どんどん増えていきますので、今後の軽井沢の自然景

観について考える必要があると思います。 

ただ単に、そのまま放置した状態でいると森が濃く

なって、日当たりが悪くなってしまいます。例えば、

町内を緑豊かなエリアと人が暮らすエリアで分ける

ことや木々の手入れのルール等を共通認識として持

つべきだと思います。 

今後は、自然との関わり方について考える長期的な

ＰＴが立ち上がっていけば良いと思います。 

—髙尾委員にはチームみらいえの活動にもご参加い

ただいていますが、軽井沢の子どもたちにはどのよう

に成長してもらいたいですか。 

 “自主性”と“主体性”という言葉があります。まず、

自主性は決められたことを自らやることで、主体性

は、何も決まりがない中で自ら考え行動することで

す。今後のチームみらいえでは、子どもの自主性では

なく主体性を伸ばすことができるイベントを行えれ

ば良いと思います。 

子どもは“未来から来た大人”です。将来、主体性を

持った子どもたちが大人になったとき、住民参画の

まちづくりが展開されるのではないでしょうか。 

—「風土自治」の実現に向けて、高尾委員のお考えを

お聞かせください。 

関係人口や交流人口という言葉がありますが、軽

井沢には“貢献人口”というものがあると思います。 

私が考える貢献人口は、別荘利用者の方も含めた

人口のことで、軽井沢町の貢献人口は約４万人と推

定します。別荘の方の主な貢献は税金面だと思われ

る方もいるかと思いますが、町民を含めて、「社会経

験で培った豊富な知識や人脈等を町の発展に活かし

てくれる人が多くいる潜在能力のある町」だという

ことです。 

「風土自治」の実現に向けては、町民だけではな

く、別荘の方などを含む軽井沢に関わる全ての人た

ちで「軽井沢をよくしたい」という思いを共有し、助

け合いながらまちづくりに臨むことが大切だと考え

ています。 

 

発行日：令和元年 9月 19日 
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香川県出身。東京から軽井

沢に移住して 11 年目。 

ボランティアセンター運

営委員、人権擁護委員など

を務め、幅広く活動する。 

趣味はゴルフ、社会生態観

察、自然観察。森林インス

トラクターとして自然ガ

イドも行っている。 

軽井沢２２世紀風土フォーラムの「基本会議」は、知識経験者、公募、町職員
の１５名で構成する風土フォーラムの中心的組織です。 
今回のインタビューでは、第２期より公募委員として基本会議に参加している

髙尾幸男委員にお話を伺いました。 
 



 

 

  

 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 

直売所 店 
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■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

フランスのパリ、オランダのアムステルダム、イタ

リアのべネチア、いずれも世界的な人気観光地ですが、

共通する悩みがあります。ツアー客が集まりすぎて交

通が渋滞し、混雑で動きがとれず、ゴミがあふれて清

掃が追いつかないなど、いわゆるオーバーツーリズム

（＝観光公害）問題です。大がかりなインバウンド政

策で、国を挙げて集客に力を入れている日本でも客の

数に比例して弊害が出始め、年間 5,000 万人が訪れる

京都ではクルマの渋滞とあふれる観光客で、市民生活

に深刻な影響が広がっています。 

その対策の一つとして、京都市では「３つの分散」と

いう打開策を打ち出しています。第１は“時間の分散”

で、日中の行動時間にとらわれずに、早朝とか夜間に

施設を開放したり、ツアーを組んで客を分散させると

いう作戦です。第２は“場所の分散”で、世界遺産や国宝

級の人気スポットへの集中をさけるため、隠れた文化

財、知られていない景勝地を積極的に発掘して誘導し

ようというもの。そして第３は“季節の分散”という発

想で、清水寺の桜や嵐山の紅葉などの他にも年間を通

じて訪れる観光資源を開拓しようという戦術です。 

成果が上がるまで時間は必要でしょうが、興味深い

試みで、軽井沢にも参考になりそうです。例えば今年

の８月、初めて実施された「軽井沢ナイトミュージア

ム」などはその一つで、堀辰雄文学記念館や旧三笠ホ

テルなどの開館時間を、１日限りではありましたが夜

８時まで延長して朗読会や社交ダンス会を企画し、別

荘の人達にも好評でした。同じく宿泊客に人気なのが、

“早朝グルメ”と呼ばれるシャレた朝食レストランの増

加です。別荘保養地、宿泊型リゾート軽井沢ならでは

の時間の分散はまだまだ開発の余地がありそうです。 

渋滞対策は喫緊の課題ですが、特に最大の難所とさ

れるアウトレットに至るプリンス通り、スーパーツル

ヤ周辺、146 号線のハルニレテラス一帯の集中渋滞は

町内の他の地区にも波及的影響を及ぼしています。あ

と戻りできない程のオーバーツーリズムを招かないう

ちに、幅広く智恵を出し合う時のようです。 

チームみらいえ 

 プロジェクトチーム（PT）インフォメーション  

 

  交通関連 

5 月に開催したシンポジウム
での意見や、これまでの議論の内
容を振り返り、今後 PT でできる
ことについて話し合いました。 

●実施に向けての検討事項 

①交通事業者へのヒアリング 
②ワークショップの開催 
③軽井沢らしい運転マナーの 

実践を呼び掛ける情報発信 
など 

  

コミュニティ共創 

「コミュニティ」、「防災」、「テ
クノロジー」を掛け合わせた実
証実験を行おうと、まずはシン
ポジウムの開催に向けて検討を
進めています。 

 
 
 
 
 
 
大日向地区の皆さんや通信事

業者と連携して、高速通信が可
能なスマートフォンを活用し、
災害時における合理的な避難方
法を検証するとともに、地域で
のコミュニケーションの活発化
を目指します。 

５月に実施した「追分写真ラ

リー」に引き続き、秋イベント

の開催を検討しています。 

秋イベントの詳細等につい

ては、各小学校を通じてチラシ

を配布する予定ですので、ぜひ

チェックしてください！ 

 

 

追分写真ラリーに参加した子どもたち 


